
③子育てと仕事の両立支援プログラム ①学ぶ力育成プログラム
　国の「こども未来戦略」では、子育てとキャリアの両
立を理想とする女性が多い一方で、依然として家事や
育児の負担が女性に偏在する傾向にあることが指摘
される中、男女ともに子育てと仕事を両立できる働きや
すい職場環境づくりを推進する必要があります。

生き活き指標 重点施策

推進施策

□安心して結婚、妊娠・出産、子育てができる
「しごと」応援
□出産・子育て後の女性の再就職等の支援
□保育等のサービスの充実

　子育てしやすい職場環境づくりに取り組む
企業の顕彰等により、経営者の意識醸成を図
り、企業等が主体的に進める従業員の子育て
支援を促進します。

■企業等による子育て支援の
　取組の促進

　経営層の意識啓発や男性の育児休業取得を奨
励する取組等を実施するとともに、男女共同参画に
対する意識の醸成などにより、男女がともに安心して
子育てしながら働ける職場づくりを推進します。

■男性の育児休業取得促進に
　向けた環境の整備

　男性の積極的な家事・育児への参画等を促
進するため、固定的な性別役割分担意識の解
消につながる講座の開催等により、男女がとも
に協力して子育てをする意識の醸成を図ります。

■男女がともに協力して子育てを
　する意識の醸成

　現任保育士への相談対応や潜在保育士の
就業支援、学生への働きかけなどに取り組むと
ともに、職場環境の改善や保育士の負担軽減
を図り、人材の確保・定着を進めます。

■保育人材の確保・定着と
　職場環境の改善

　全国平均並の学力が定着してきているものの、将来は
ＡＩ等による職業代替可能性が高まり、創造性が必要な
業務等が仕事の中心になることが想定される中、子ども
たちが、夢や目標の実現に向け、自己実現を図るために
必要となる学ぶ力を確実に育成する必要があります。

経営者、管理者向け男性育休
事例紹介リーフレット

女性の復職・再就職応援イベント 端末を用いた学び ＰＢＬの成果発表

生き活き指標

小学校６年生 60.4％ 70.0%
中学校３年生 37.5％ 50.0%

▲１ポイント ＋１ポイント
＋１ポイント

小学校６年生

中学校３年生 ＋１ポイント

小学校６年生 80.8％ 84.0%
中学校３年生 80.0％ 83.0%

重点施策

推進施策

□就学前教育の質の向上
□高等学校における学力の向上

■教師の授業力の向上

●14日以上の男性の
　育児休業取得率

●保育士・保育所支援センターが
　関わった保育所等への就職者数

●おかやま子育て応援宣言企業
　「アドバンス企業」認定数

151社 440社

39.2％ 50.4％

436人 820人

●「将来の夢や目標を持っている」と
　回答した児童生徒の割合

●全国学力・学習状況調査の
　全国平均正答率との差

●「授業では、課題の解決に向けて、自
分で考え、自分から取り組んでいた」
と回答した児童生徒の割合

　校長のビジョンと戦略に基づく学校経営を
支援し、教育活動の質の向上を図る学校風土
を醸成します。教員の授業観の転換を図り、個
別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
を推進します。また、教職員の働き方改革を推
進し、児童生徒の指導などに専念できる環境を
整備します。

　子どもたちが、多様な他者との協働の下、自
ら課題を発見し解決する過程を通して、課題解
決に必要な資質・能力を身に付けるＰＢＬを推
進することで探究的な学びの充実を図り、主体
性や協調性等を育み、学ぶ意欲の向上につな
げます。

■ＰＢＬ（課題解決型学習）の推進

つまずいた問題をグループで学び合う県内のこども園

生き活き指標…3 重点施策…4 推進施策…3 29ページの一覧をご覧ください。 生き活き指標…6 重点施策…5 推進施策…2 29ページの一覧をご覧ください。
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